
 　① 「こども110番の家」親子での認知

 　②　登下校時の交通安全指導

 　③　地域の方への元気なあいさつ

『こども110番の家』とは・・・
危険を感じた子どもがかけこむ避難場所です。

危険とは、犯罪に限らず、いじめ、交通事故、

自然災害なども含みます。

　子どもたちの卒業入学により、金立校区の子どもたちの通学路は毎年変わります。
『こども110番の家』は、子どもたちの通学路や行動範囲を一番よく知っている
わたしたち親の手で、のぼり旗の交換や新規設置の協力依頼をしています！
　金立小ＰＴＡ地区役員がそれぞれの地区で整備を進めており、金立町のみなさまに
ご協力いただき、今年度は新規９軒、撤去１軒で、現在８６カ所に設置しています。
のぼり旗やステッカーが目印です。通学路での確認をお願いします！

👈

何のグラフかわかりますか？

「歩行中の交通事故死傷者数」のグラフです。

ご覧のとおり、７歳が最も多いです。

黄色いランドセルカバーの子どもに

ドキッとさせられた経験ありますよね・・・？

交通指導もしっかり行いましょう！

（トヨタＨＰよりグラフ引用）

児童の安全指導を！～子どもの安全は我々親の手で～
ＰＴＡ県下一斉こどもの安全指導実施（第１回  6/1～6/7）

　～金立小ＰＴＡの取り組み～

※ 強制ではありませんので、可能な方はご協力をお願いします！

　６月１日（木）～６月７日（水）期間中に一度、

　お子さんと一緒に登校や下校をしよう！


